
平成 28 年３月定例会 一般質問 

 

平成 28 年３月７日（月） 

 

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
大林 正英 

（清流会） 

１ 老年期の健康と幸福の相関関係に関わる調査結果に基づく身体運動の

促進効果について 

 ・総合型地域スポーツクラブの育成・支援事業(文科省)に基づく、釜石市

の総合型地域スポーツクラブの活動経緯と実績。 

・クラブ内メンバーの協働による互恵性に基づく地域づくりに向けた実

践事例。 

・スポーツや身体運動の促進による医療費削減効果。 

２ 森林資源の管理・造成と活用展開 

・域内の資源管理の実績と課題。 

・個人情報管理に配慮した地権者連絡手法について。 

３ 釜石市の観光地域づくり (観光振興) について 

 ・観光振興の基本方針について。(これまでの活動実績、目指す事業規模) 

・観光振興の推進体制について。 (地域住民の巻き込み方(検討会議等の

活動実態の公開)、市内外関係機関との連携など) 

２ 
水野 昭利 

（民政クラブ） 

１ 人口減少対策について 

・当市の人口減少に対する取り組み。 

２ 財政問題について 

 ・地方交付税と市税について。 

３ 教育問題について 

 ・被災地（鵜住居地区・唐丹地区）の小・中学校について。 

３ 
細田 孝子 

（公明党） 

１ 少子高齢化社会におけるまちづくりについて 

 ・地域力強化に向けた施策の展開について。 

２ 健康福祉行政について 

・がん対策について 

・特定健康診査と検診のあり方について 

３ 子育て支援について  

 ・妊婦から子育てまでの継続した支援について。 

４ 
坂本 良子 

（日本共産党） 

１ 介護保険制度について 

・介護保険制度改定による、事業所及び利用者への影響の実態調査の実

施について。 

・介護労働者の人材確保について。 

・障害者総合支援法により、障害福祉サービスから介護保険に移行され

た方々への対応について。 

２ 公共交通について 

・にこにこバスの運行状況と今後の対応について。 

３ 東日本大震災後の生活再建について 

 ・ひとり暮らしの高齢者に対する緊急時の対応について。 



平成 28 年３月８日（火） 

 質 問 者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
赤崎 光男 

（海盛会） 

１ 今後の復興のポイントについて 

 ・震災から５年が経過しようとしているが、この５年間の復興における課

題は。 

・これからは、復興後を見据えながらまちづくりを進めるべきと考える

が、そのためのポイントは。 

２ 港湾の利活用について 

 ・コンテナ奨励金の今後の見通しについて、どう考えるか。 

・フィーダーコンテナ定期航路の可能性についてどう考えるか。特に中

国への輸出・輸入、ＴＰＰによるプラスの影響についての考えは。 

３ スポーツ産業について 

 ・今後はスポーツを単なる大会や合宿誘致としてだけ考えるのではなく、

当市の産業のひとつとして差別化を図るべきでは。 

４ 公共施設の維持管理について 

・これを行政や指定管理にのみ任せるのではなく、新しい管理システム

を考えるべきでは。 

５ 水産振興について 

 ・魚のまちグランドデザインの現状と課題については。 

・新魚市場のコンセプトをどう考えるのか。また、水産関係業者間の相互

協力と連携についての見解は。 

２ 

山﨑 将也 

（21 世紀の会） 

 

１ 選挙投票率の向上について 

 ・投票率の向上のための取り組みについて。 

・18歳以上選挙権に対する取り組みについて。 

２ 観光行政について 

・アンケート等、調査結果について。 

・観光ビジョンについて。 

３ 地域活性化の取り組みについて 

 ・フロントプロジェクト１について 

・今後の鵜住居地域について 

３ 
菊池 秀明 

（清流会） 

１ 建設予定公共施設の将来需要予測について 

・新市庁舎の早期建設及び建設場所の再検討について。 

・市民体育館の将来需要予測について。   

・津波伝承施設の将来需要予測について。    

・魚河岸地区のにぎわい施設の将来需要予測について。 

２ 大規模商業施設の出店の影響について 

 ・地域経済への影響と今後の展望について。 

・買い物弱者の増加対策について。 

・東部地区の将来について。 

・西部地区のまちづくりについて。 

３ 道の駅 釜石仙人峠の運営について 

 ・現在の道の駅の営業状況について。 



・道の駅の拡張について。 

・農産物商品が少ない状況について。 

・農産物の販売手数料について。 

４ 
山﨑 長栄 

（公明党） 

１ 施政方針演述について 

２ 放課後児童健全育成事業について 

・学童育成クラブの運営について。 

・「預かる」から「学びの場」に対する所見。 

 

平成 28 年３月９日（水） 

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
菊池 孝 

（日本共産党） 

１ 大震災後の対応とまちづくりについて 

・仮設商店街への補助延長について。 

・飲食店街再建プロジェクトについて。 

２ 教育行政について 

・子どもの貧困拡大による教育への影響について。 

・新たな就学援助の実施状況と教育費負担の軽減について。 

３ 医療行政について 

 ・診療報酬改定による当市への影響について。 

・当市の難病患者の実態について。 

２ 
後藤 文雄 

（海盛会） 

１ 公共交通について 

 ・駅前ロータリーの安全対策はどのように考えているのか。 

・タウンポート大町の車乗り場を確保できないのか。 

・高齢化が進む中で、福祉輸送をどのように考えているのか。 

２ 防災対策について 

・災害時の交通計画をどのように考えているか。 

３ 観光行政について 

・岩手国体、橋野鉄鉱山、ラグビーワールドカップの人員輸送と宿泊をど

のように考えているのか。 

３ 
合田 良雄 

（海盛会） 

１ 住まいの再建について 

・災害公営住宅において工事の遅れが出ているようだが、待っている住

民に対して、丁寧な説明がなされているのか。 

・鉄骨造りの災害公営住宅において、音の苦情が多いのでは。実情は。 

・自治会組織に対しての指導はどのように。 

・一般市営住宅の補修状況は。不足状態への対応を。 

２ 人口減少の対策について 

 ・大槌町との定住自立圏構想に向けた取り組みを考えているか。 

・待機保育児童の現在の実情は。のぞみ病院に保育所を設けることはど

うか。 

３ 土木行政について 

 ・上中島地区の道路代替地の造成工事において、業者が破産したようだ

が影響は。 

・土木建築工事の指名業者選考基準を建設業協会釜石支部会員に限るよ



うにした方が安心なのでは。がれき処理のときもそのようにしたのでは。 

・道路混雑緩和策、港湾の有効活用のためにも、港湾から西地区に向かう

道路の新設が強く望まれるが。 

４ 商業の再建について 

 ・このたび市は、被災した飲食店街再建に向けて、商業施設開発会社と土

地利用の協定を結んだようだが、この施設の規模、賃料、出店数は。申し

込みはもう締め切ったのか。今後の入店に対する取り組みは。 

 

平成 28 年３月 10 日（木） 

 質問者 質 問 項 目 ・ 要 旨 

１ 
古川 愛明 

（海盛会） 

１ 復興まちづくりについて 

・平成 25 年 8 月に行った住宅再建意向調査を再び行って欲しいが、当局

の考えを伺う。特に自立再建の数値が、復興まちづくりに必要と考える

ので。 

・県内陸部に建設予定の県災害公営住宅が完成した場合、釜石市には、ど

のような影響が想定されるのか伺う。 

・震災後、仮設でスーパーを開業していた業者が休業ということで、撤退

してから約５カ月余り経過するが、その後の計画、予定はどのようにな

っているか伺う。 

２ 釜石港湾行政について 

・釜石港物流振興株式会社の 2014 年決算が 2,992 万円の債務超過と報道

されましたが、その内容はどうなっているのか伺う。 

・いまだに釜石港物流振興株式会社の事務所が、市庁舎内にあるとのこ

とだが、いつ解消されるのか伺う。 

・ガントリークレーンが配備されるわけだが、その維持・管理運営はどの

ようになるのか伺う。 

３ 待機児童について 

 ・平成 23年 12 月制定された、釜石市幼児教育振興計画の位置づけでは、

釜石市復興まちづくり基本計画の個別部門の計画とする、また、基本目

標では就学前の子どもが、障がいの有無に関わらず、等しく幼児教育を

受けることができるようにとあるが、このことが実行されているのかど

うか伺う。  

・小規模保育事業、こども園と、めまぐるしく変化する子育てへの応援、

また支援である。しかし、基本的な方針、考え方が見えてこない保育行政

と思われるが、基本的施策はどのように考えているのか伺う。 

２ 
海老原 正人 

（海盛会） 

１ 水産行政について 

 ・上村元副市長の就任により「マネジメント機能の強化を図り戦略的に

市勢の発展に取り組む体制とする」という当初の市長のお考えをどのよ

うに総括されているのか。特にも水産振興にかける思いは、成就された

のか。水産業振興のための人的体制について、どのようにお考えか。 

・湾口防の復旧工事終了後、泉のケーソンヤードの利活用の方向性は。 

２ 教育行政について 



 ・給付型奨学金制度の充実を図るべきではないか。 

・新年度を迎えるにあたって、学力向上策についての見解は。 

・県立祥雲支援学校の移転新築、今後どのように取り組むのか。 

３ 復興事業について 

・第１種災害危険区域指定された地域の土地の利活用をどのように考え

ているのか。 

 


